



ます｡ 5 年半くらいドイツに留学しておりまして､ 博士論文のテーマとして､ 冷戦時代の
西ドイツの外交政策を研究致しました｡
ドイツと一言にいいますが､ 今回の共通のテーマであります ｢国境｣ という点から言い
ますと､ 時代ごとに様々な国境線を有しつつ､ 形を変えてきたということができます｡ 今､








割譲されていることが見て頂けるかと思います｡ そして､ 三つ目の地図ですが､ こちらは
ヒトラー率いるナチスが周辺諸国に領土を拡大していって､ 1945 年に敗戦するちょっと
前くらいの時期の領土になっております｡ オーストリア､ チェコスロヴァキア､ そしてポー
ランドなどに領土を拡大していったことも確認して頂けると思います｡ 最後に四つ目は､
第二次世界大戦にも敗れたドイツが､ 戦勝国を中心に分割占領されたその地図になります｡













いうことは､ それだけ多くの国に国境を接しているということでして､ もし仮に､ 周辺国







本論に入る前に､ まず､ この写真をご覧ください (当日はプロジェクターで表示)｡ こ
れは､ 今日注目するヴィリー・ブラントという､ 1969 年に西ドイツの首相に就任した政
治家が､ 1970 年 12 月にポーランドとの条約を結ぶためにその首都ワルシャワを訪れた際
に､ 第二次大戦期にユダヤ人が集められていた地区ゲットーの追悼記念碑の前で跪くパフォー
マンスをとった､ その時の写真です｡ 首相が跪いて首を垂れるパフォーマンスをとったこ
とは､ 当時大きなインパクトを与えまして､ 翌 1971 年にブラントはノーベル平和賞を受
賞してもいます｡ これは､ 第二次大戦期にドイツが周辺諸国に多大なる被害を与えてきた
過去に対する反省の意味をこめたパフォーマンスであるとして､ 国際的に高い評価を受け
ました｡ この点は､ しばしば日本と比較されることがあります｡ 例えばこの跪いている写






















されていきます｡ 今日のお話の限りで言いますと､ ポーランドがその際に､ 旧ドイツ領の
一部を頂くかたちになりました｡ ドイツ東部の一部は､ 戦争が始まる前はドイツ領だった
けれども､ ドイツが敗戦した後､ ポーランドの領土になった部分です｡ ポーランドは領土
を増やしたのかと､ この地図だけ見ると思われるかも知れませんが､ 次の地図 (当日はプ
ロジェクターで表示) の右上の方を見て頂けると分かると思うのですが､ 先ほどの ｢奪っ
た｣ 部分とは反対側の部分は､ 戦争が終わった後､ 実はここをポーランドが失っています｡














ち｣ で､ ここに住んでいるドイツ人を､ ドイツの残りの部分に移送しましょう､ というこ
とが定められたのです｡ しかし実際は､ ポーランドにとってはナチスの記憶が生々しい時





でした｡ ポツダム協定では ｢ポーランドの西部国境の最終的確定は､ 平和的解決を待たな
ければならない｣ とされています｡ 何故このように棚上げにして､ 最終確定をしなかった
のか｡ それは､ 当時の冷戦という時代背景を抜きして考えることはできません｡ さきほど､
ドイツが分割占領されたと言いましたけれど､ ソ連､ そしてイギリス､ アメリカ､ フラン
スのいわゆる西側三国と呼ばれる､ 四カ国それぞれが占領地区の行政を行なっていたので
すが､ トルーマン・ドクトリン､ それからマーシャル・プランと､ 東西対立が激化してい
く中で､ 西側の三つの占領区が一つになるかたちで西ドイツ (ドイツ連邦共和国) として､
他方､ ソ連占領地区が東ドイツ (ドイツ民主共和国) として成立することとなりました｡
ただ､ 西ドイツと東ドイツは､ あくまで暫定的に､ 一時的にできた国という位置づけでし
た｡ なぜなら､ 戦争した相手の国からすると､ 自分たちが戦ったのはドイツという一つの
国だったわけで､ ドイツとの平和条約をどうするかという問題があるわけです｡ 二つに分









際に､ ロンドン議定書という､ これは既に戦争中の 1944 年にイギリス､ アメリカそして
ソ連が合意した議定書ですが､ そこでは､ ドイツという国は 1937 年末の領土として存続    
   
していることが言われているわけです｡ この 1937 年国境というのは､ ナチスが領土をど
んどん拡大する前の領土です｡ また､ 西ドイツの憲法として作られました基本法において







ここに住んでいた人たちは､ 実際に ｢追放｣ されています｡ ドイツでは被追放者と言っ
たりしますけれども､ こういった被追放者たちは､ ｢ここは我々の馴染みの土地だ｣ とい




さて､ これまで西ドイツについてみてきましたが､ 間に一つ､ 東ドイツという国があり
ます｡ 東側の共産主義陣営の一員として成立したわけですけれども､ ここはまさにオーデ
ル・ナイセを挟んでポーランドと隣り合っております｡ この問題についてどのような話し
合いを行なったのか､ 1950 年の段階でゲルリッツ条約という条約を結んでいます｡ そこ
では､ オーデル・ナイセ線をドイツとポーランドとの国境として承認することを明言して
います｡ 従って､ 東ドイツではなくて西ドイツが､ このような国境線は認めないというこ
とを言い続けたのです｡               
東西冷戦が激しくなる中で､ ヨーロッパが鉄のカーテンによって東と西に分断されまし

















にどんどん人が逃げる｡ ｢足による投票｣ と言ったりしましたけれども､ そのように人が
西に流出するのを食い止めるために､ この壁は建設されたと言われています｡
アデナウアーの政策は西側を強くする､ ということでした｡ そして実際､ 経済的にも豊
かになっていきました｡ では､ その ｢力の政策｣ によってドイツは統一されたかというと､
むしろ壁が作られて､ ますます東との溝が深まっていくことになるという､ アデナウアー
の政策の限界が壁の構築によって明らかになったと言われています｡ ｢ハルシュタイン原
則｣ や ｢力の政策｣ のように､ 真っ向から東側と対決するのではなくて､ 東側との話し合




のですが､ アデナウアーの与党キリスト教民主同盟・社会同盟が選挙に勝ち続けたので､   も政策を変更するということで､ ｢共通の外交政策｣ と言われるのですけれども､ ア









ラントの主張も変化してきます｡ 1966 年に大連立政権が成立した際に､ ブラントがまず
外務大臣に就任します｡    ､ そしてブラントは､ 東側との話し合いを進めることを提唱
していたのですけれども､ そうした独自の外交政策は連立相手のキリスト教民主同盟・社
会同盟への配慮から思うように進めることができず､ オーデル・ナイセ問題も棚上げ状態
が続きました｡ ただ､ 1968 年の 3 月に､ ブラントはこういうことを言っています｡ ｢オー
デル・ナイセ線は､ 平和条約が締結されるまでは､ 承認ないし (ドイツ語では    ) 尊





そして 1969 年 9 月の選挙後にブラント率いる   を中心とした政権が誕生します｡ ブ











ソ連が ｢我々を抜きにして何を話し合っているのか｣ ということになる｡ それを充分にブ
ラントは認識していたので､ ソ連との話し合いに､ 真っ先に取り組みます｡ このことが､
後の国境線をめぐる話し合いにも効いてくるのですが､ 彼はソ連との交渉を優先しました｡
それと並行してポーランドとの話し合いも進めていきます｡ その際には､ 先ほどいいまし













1969 年 10 月に成立したブラント政権は､ 翌年 2月からポーランドとの交渉を開始しま
す｡ いろいろなテーマが話し合われましたが､ 今日は次に挙げる三つの争点に注目したい









線を ｢ポーランドの西部国境として尊重する｣ という内容になります｡ ここで注意したい
のは､ ｢承認｣ ではなく ｢尊重｣ と言う言葉が使われていることです｡ ｢承認｣ という言葉





言語､ 教育などに関する権利保障を求めたわけですが､ 最終的には ｢人道的問題の解決に
関するポーランドからの情報｣ として､ ここに残っているドイツ人の出国を認めることな
どで話し合いが決着をみます｡ しかし､ このテーマについては､ ワルシャワ条約の条約内    
   
には項目はございません｡ 今､ ｢情報｣ と言いましたけれども､ 一方的にポーランド政府






この ｢情報｣ に基づく両国の話し合いは､ その後順調には進みませんでした｡ 依然として
残留ドイツ人が出国する際の制限は非常に厳しく､ むしろこのテーマは､ ポーランドが西
ドイツから経済援助を引きだすための手段だと批評されたこともありました｡ 最終的には
1975 年に     (ヨーロッパ安全保障協力会議) という会議が開かれるのですが､ その






























｢むすびにかえて｣ ですが､ 西ドイツとポーランドの関係については､ 今見てきました
ように､ 国境問題や残留ドイツ人問題といった様々なイシューがある中で話し合いが進め














｢国境を尊重する｣ という､ その ｢尊重｣ という言葉が実際にどのような意味を持った
のかということですけれども､ ドイツが過去にその周辺国に多大な被害を与えてきた､ そ
の罪に対する代償だという説明が併せてなされるようになります｡ 被追放者の人たちも､
戦後二十年､ 三十年経ってくると､ 西ドイツ社会に統合されていくわけですね｡ そういっ
た中で､ 西ドイツ国内でも過去にあったことを認めるべきだというような意見も出てきま
す｡ このような立場からすると､ 結果的に領土を放棄することにはなったけれども､ それ    
   
はそういった過去の罪に対する代償だという言い方もなされるようになってきました｡
























は､ アメリカ､ イギリス､ フランスそしてソ連という第二次世界大戦の戦勝国が最終的な
決定権をもつのであって､ 東ドイツや西ドイツは原則として口出しできない決まりになっ
ていました｡ ただこの統一過程においては ｢2 プラス 4｣ ということで､ 東西ドイツも加
えるかたちで四大国との話し合いで統一に至る条約が結ばれたのでした｡ しかしここにポー
















するドイツに対して一方では不安､ 警戒心を強めています｡ また､ ドイツ人が戦後に ｢追
放｣ された問題が､   枠内における人権問題という観点から注目されて､ ｢あの時ポー
ランドは酷いことをしたじゃないか｣ と叫ばれたりもします｡ ですから  という組織に
両国が属していることで､ 冷戦時代に見えにくくなっていた問題があらためて表面化する









あったかと思います｡ 引き続きまして､ 森川先生の方に国際法の視点から､ そしてマクロ
な視点から､ 国境と国家の問題について､ ご報告を頂きたいと思います｡ では森川先生､
お願い致します｡     
   
